

























































































るo A.Whi teheadは1925年「有機体論jの哲学(ph i losophy of “organic mech-
(註7) 




















(註 10 ) 
なってあらわれた。さらbて彼は生物学の領域κおいてのみならず、あらゆる分野・領域のγステ



















したがってBertalanffy の主張は経済学者K.E. Boulding の賛同を得ることになったo
Boulding も経済学、社会科学の立場から多くの異なった分野κ広い応用可能性をもっ「一般
経験論J(General Empirical Theory)を唱えていたのであったc このよう κして 1954
年記は一般システム理論の発展推進のための学会(The Society of the Advancement 
of General System Theory)がアメリカ科学振興協会(AAAS)の年会で発足し、後十て「
一般γステム研究会J(The Society for General Systems Research)と改名され
たのここ Vては先に述べたこ者の他K生物学者のA.Rapoport及び生理学者のR.WGerardが





























ートの著書が出版された翌 47年 2月には「全米教育経営大学教官会議(N a t i 0 n a 1 C 0n f e-
rence of Professors of Educational Administration)が関催されたロまた、以後毎
年8月K教育上のりーダーシブ70V'L関する 10自問の研修会が関かれることになり、その機関誌"Ed-





る理論研究が進むなかで、 195.0年、シアーズ CJ.B.Sears)は、『経営過程の本質、Jl(The 
Nature of the Administrative Process)脅著した。彼は経営の管現過程の動態化を
ばかり、教育経営組織にイ固有な管理過程理論の構築をめざしたと言える。彼の著書は経営管理論
の最初の→需であり、人間関係論、意志決定論の影響がみられる。他方、同年にはケロッグ財団
(Kellogg Foundation)の財政援助K より、教育経営協同プログラム (The Coopcrati-









るもう一つの機関は、総合大学教育経営会議 (The Universi.ty Counci1 for Ed1 cat-
ional Administration)である。乙の研究開発組織は、 1ヲ58!t;三、教育I経営者の裳成を促
進させるための問題、研究方法、組織、情報、資金の調達などあらゆる面で総合大学問で協力す
るとと左目的としていた。 1958年レては、ハノレピン(A • W . Ha 1 p i n)の編集K より USEA最初
の研究セマナーの成果f教育経営理論d1CAdmii1istrative Tbeory in Education)が公
刊された。またグロス (NGross)の"lNhoRuns Our Schools ?“は調査研究データ K
よる報告で社会学者に大きな影響を与えたと言えようc翠引年十てはD・E.グリアイス(1)・E・Griffiths)
-J69-
は“ Ad11 i n i s t r a t i veT h e 0ry"の中で理論の本質へのアプローチ幸子試みている。その他60
年代になって、教育経営理論の究明をめざしたものには、キみンベノレ(R.F.Campbell)とフ
ェパー (C.F.Faber)の“ AdministrativeBehavior;Theory and Research" 
(1961)、リッパム CJ .M. Lipham)の“ OrganizationalCharacter of Educati-








_(， g-jご19 ) 
原理(pγinciples)から導ぎ出された一連の仮説fであると述べている。したがって理論の自
的は実在するもの即ち、事実 CWh、t is)を説明することであって、そうあるべきあろいはそう
すべぎこと即ち、当為C'vVha t 0 U g 1 t t 0 b e )を推誤!jするととではないと言える。理論は諸事
象令予測説明する→投原怒(generalprinciples)であるというべきである。また今日、
経営理論家のあいだてや最もよく承認きれている心現学者のファイグル(豆.Feigl)は、 理論は

















，~/~. ， (註 22.)
点は相豆諸関係より訪;過桂にある、と述べている。また、グリアイス CD.E.Griffjths)によ



















stration Cente けでは、教育経営研究の理論化ι貢献する i4め研究がAdministrato-
r' s Notobook f([報告された。ヒノレズCR.J.HiIls)、へンクレイ Cs . P . He n c 1 ey)、 リッ
プハム (J.M. Lipham)アポット CM.G.Abbott)、ノくワーズ(T . E. P ow e r s )、ウイロワ
(註25)
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